
平成３０年度２月補正予算・主要事業一覧

〈総務部関係〉 （単位：千円）

事 業 名 金 額 説 明

（新規） ・防災航空体制を再構築するため、安全装備品を充実させ
防災ヘリコプター新機体導入 債務負担行為 た防災ヘリコプターを新規導入。４月の入札実施に向け

(２,９５６,４７０) た準備を進め、早期の本格運航を目指す。
・「防災航空体制のあり方検討委員会」及び「群馬県防災
ヘリコプター仕様等検討委員会」で出された意見を踏ま
えて、従来機と同等以上の活動性能に加え、充実した安
全装備品を備えた新機体とする。

＜新たに追加する安全装備品例＞
・自動操縦装置(４軸)※ オートホバリング機能付き
※機体の傾き、高度、速度等を同時制御する装置

・フライトレコーダー・ボイスレコーダー
・対地接近警報装置
・航空機衝突警報装置
・高視認性ストロボライト

消 防 保 安 課 ・ホイスト監視カメラ

〈産業経済部関係〉 （単位：千円）

事 業 名 金 額 説 明

（新規） ・本県繊維産業の活性化や生産性向上を図るため、高機能
次世代繊維産業支援施設整備 １０８,０３０ 繊維の開発に資する「人間工学評価室」を繊維工業試験
（ 繊 維 工 業 試 験 場 ） 場内に整備。

・人工気象室整備
温湿度が制御された様々な気象条件下を再現する実

験施設を整備し、機能性衣料等を装着したヒトの生体
反応評価等を実施。

・風合い試験機整備
様々な気象条件下で変化する生地の風合いを客観的

な数値データとして評価。
工 業 振 興 課 ・老朽化機器の更新 など


